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在宅介護サービス           

・ショートステイ鶴寿園 

・デイサービスセンター鶴寿園 

・野田市岩木小学校老人デイサービスセンター  

・野田みどり会訪問介護事業所 

・野田みどり会居宅介護支援事業所 

・配食サービス事業 

 

施設入居サービス        

・特別養護老人ホーム鶴寿園 

・複合老人ホーム野田市楽寿園 

 

障がい福祉サービス       

・野田市心身障がい者福祉作業所 

・野田市立あおい空 

・共同生活援助事業所中根の家 

 

複合老人ホーム野田市楽寿園のみなさま  平成 30 年 9月 29日 交歓会にて 



ご
あ
い
さ
つ 

            

介
護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
概
ね
２０
年
に

な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
に
介
護
保
険
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
高
齢
者
と
障
が
い
者

児
が
同
一
事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や

す
く
す
る
改
正
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

予
て
か
ら
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
障
が
い

サ
ー
ビ
ス
を
受
給
し
て
い
た
方
が
65
歳
に

な
っ
た
と
き
に
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
に
移

行
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

サ
ー
ビ
ス
の
給
付
に
違
い
が
あ
り
、
障
が
い

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
給
し
て
い
た
方
が
介
護
保

険
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
負
担
が
増
に
な

る
た
め
議
論
に
な
っ
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。 今

回
の
改
正
で
、
こ
の
対
応
と
し
て
障
が
い 

   の
事
業
所
に
65
歳
以
上
の
方
が
い
た
場
合
、

障
が
い
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
が
併
せ
て
介
護

保
険
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
す
る
共
生
型
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
指
定
を
受
け
介
護

保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
な
道
が
開
け
た
の
で
す
。
勿
論
そ
の

逆
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
障
が
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
場
合
も
可
能
で
す
。 

さ
て
、
そ
こ
で
当
法
人
に
関
し
て
で
す
が
、

新
し
い
制
度
の
実
行
に
当
っ
て
は
高
齢
者
も

障
が
い
者
に
も
対
応
で
き
る
体
制
の
構
築

が
望
ま
れ
ま
す
。
職
員
の
育
成
、
人
事
制

度
の
新
設
な
い
し
は
改
正
が
必
要
に
な
り

ま
す
。 

ご
承
知
の
よ
う
に
当
法
人
の
人
事
制
度
は

職
群
と
し
て
大
き
く
「
高
齢
介
護
」
と
「
障

が
い
支
援
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
こ

れ
ら
の
職
群
を
取
り
や
め
る
か
、
新
た
に
何

れ
も
担
当
し
て
い
た
だ
け
る
職
群
を
創
設

す
る
か
等
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
順

次
改
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
制
度
が

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

           

平
成
３０
年
４
月
１
日
か
ら
業
務
執
行

理
事
に
就
任
し
ま
し
た
遠
山
康
雄
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

３
月
ま
で
は
、
公
務
員
と
し
て
福
祉
、

税
、
都
市
計
画
、
総
務
、
人
事
、
企
画
、

財
政
等
の
分
野
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験
を
野

田
み
ど
り
会
の
施
設
利
用
者
様
が
快
適

で
、
安
心
し
て
御
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ま
た
、
法
人
職
員
の
皆
様
が
職
場
で
も

家
庭
で
も
明
る
く
元
気
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
ご
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

社
会
福
祉
法
人
の
使
命
と
し
て
、
地 

域
社
会
に
お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を 

 

  

構
成
す
る
社
会
資
源
と
し
て
、
地
域
の

方
々
に
安
心
を
も
た
ら
し
、
信
頼
さ
れ

る
社
会
福
祉
法
人
と
な
る
た
め
に
は
、

利
用
者
様
一
人
一
人
の
尊
厳
を
守
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
生
活
課
題
や
福
祉
需

要
へ
の
積
極
的
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。 

当
法
人
が
地
域
の
中
で
信
頼
さ
れ
、
そ

の
使
命
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

公
益
性
、
透
明
性
、
効
率
性
等
の
経
営

原
則
に
基
づ
き
健
全
な
経
営
が
で
き
る

よ
う
私
自
身
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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理
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業
務
執
行
理
事 
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業
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告 

平
成
29
年
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・事
業
報
告 

 

平
成
29
年
度
決
算
・事
業
報
告 

当年度決算 前年度決算 増　減

介護保険事業収益 971,454 934,959 36,496

老人福祉事業収益 106,993 106,329 665

就労支援事業収益 2,452 2,423 29

障害福祉サービス等事業収益 177,176 173,050 4,126

経常経費寄附金収益 161 420 △259

 サービス活動収益計(1) 1,258,236 1,217,180 41,056

人件費 813,497 772,435 41,062

事業費 186,631 177,264 9,367

事務費 158,590 160,800 △2,210

就労支援事業費用 2,501 2,393 108

減価償却費 103,286 103,404 △118

国庫補助金等特別積立金取崩額 △40,938 △42,101 1,163

サービス活動費用計(2) 1,223,567 1,174,195 49,372

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 34,669 42,985 △8,316

借入金利息補助金収益 138 138 0

受取利息配当金収益 6 3 3

その他のサービス活動外収益 6,274 8,042 △1,768

 サービス活動外収益計(4) 6,418 8,183 △1,765

支払利息 4,385 4,613 △228

その他のサービス活動外費用 2,436 3,957 △1,520

サービス活動外費用計(5) 6,822 8,570 △1,748

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) △404 △388 △16

経常増減差額(7)=(3)+(6) 34,265 42,598 △8,332

施設整備等補助金収益 0 2,054 △2,054

その他の特別収益 487 1,015 △528

特別収益計(8) 487 3,069 △2,582

固定資産売却損・処分損 0 1,315 △1,315

国庫補助金等特別積立金取崩額(除) △0 △0 0

国庫補助金等特別積立金積立額 0 1,854 △1,854

その他の特別損失 1,511 37 1,474

 特別費用計(9) 1,511 3,205 △1,694

特別増減差額(10)=(8)-(9) △1,024 △137 △887

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 33,241 42,461 △9,220

前期繰越活動増減差額(12) 585,041 541,707 43,334

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 618,282 584,167 34,115

基本金取崩額(14) 0 0 0

その他の積立金取崩額(15) 0 874 △874

その他の積立金積立額(16) 20,875 0 20,875

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16) 597,407 585,041 12,366

繰
越
活
動

増
減
差
額
の
部

特
別
増
減
の
部

収
益

費
用

サ
ー

ビ
ス
活
動
外

増
減
の
部

収
益

費
用

事業活動計算書
　（単位：千円）

勘　定　科　目

サ
ー

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

費
用

事業運営については、法人が掲げる理念と基本方針及び第 4期 3か年計画に

基づき運営しています。 

特別養護老人ホームにおいては、職員個々の専門性を高め、専門職間の情

報共有を図ることで、生産性の向上を目指してきました。 

在宅サービス事業においては、幅広いニーズのご利用者様の受け入れ体制の

構築や、事業部内で連携した営業活動や情報共有を図ることで、居宅介護支援

事業者とのネットワークの強化により、新規利用者の拡大を実現しました。 

障がい事業部においては、相談支援事業所等との定期的な情報交換、適宜

ご家族との面談により利用者様の課題解決に取組みました。福祉作業所におい

ては作業成果を利用者給与に反映させることで工賃収入の向上を達成しました。 

法人経営については、重点課題であった特別養護老人ホーム鶴寿園（従来

型）設備大規模改修について、国土交通省の既存建築物省エネ化推進事業に

より改修を進めております。 

人材確保については、新卒採用実績 4 人と例年になく厳しい状況でした。 

処遇改善加算の改正に伴う新たな加算取得による介護職員等の待遇改善、

また職員の福利厚生面や職場環境面での向上に取り組んできました。 

特別養護老人ホーム鶴寿園(ユニット型)の増改築から 3 年経過し、資金面に

おいて安定的な状況になりつつありますが、設備大規模改修費用や人件費の増

により、収支差額は前年を下回りましたが、改修事業完了後には水道光熱費等

のランニングコストの大幅な削減が見込めるため、収支改善が期待されます。 

今後もお客様や地域から信頼され、選ばれる社会福祉法人として安定した経

営を目指します。 

 

 

 
 

当年度末 前年度末 増    減
287,271 244,789 42,482

現金預金 124,986 86,460 38,526

事業未収金 160,600 155,540 5,060

未収金 295 451 △156

未収補助金 138 138 0

商品・製品 222 140 82

仕掛品 100 143 △43

原材料 116 133 △16

立替金 297 315 △17

前払金 516 1,470 △954

2,046,989 2,101,249 △54,260

1,825,799 1,907,446 △81,648

建物 1,825,799 1,907,446 △81,648

221,190 193,803 27,388

土地 18,225 18,225 0

建物 1,035 1,122 △87

構築物 32,220 35,261 △3,041

車輌運搬具 5,021 3,576 1,445

器具及び備品 54,514 67,019 △12,505

建設仮勘定 23,259 0 23,259

権利 327 327 0

ソフトウェア 317 819 △502

無形リース資産 2,056 4,112 △2,056

退職給付引当資産 834 0 834

工賃変動積立資産 204 204 0

施設整備積立資産 50,000 50,000 0

寄付金積立資産 3,445 3,404 41

設備修繕更新積立資産 25,600 9,600 16,000

新規事業積立資産 4,000 0 4,000

差入保証金 135 135 0

2,334,260 2,346,038 △11,778

当年度末 前年度末 増    減
153,277 123,200 30,077

事業未払金 66,760 40,863 25,898

1年返済設備資金借入金 27,684 4,839 22,845

1年返済長期運営資金借入金 4,418 26,676 △22,258

1年返済リース債務 2,056 2,056 0

預り金 81 2,259 △2,178

職員預り金 13,627 7,498 6,129

仮受金 0 29 △29

賞与引当金 38,651 38,980 △329

717,477 751,635 △34,158

設備資金借入金 717,477 745,161 △27,684

長期運営資金借入金 0 4,418 △4,418

リース債務 0 2,056 △2,056

870,754 874,835 △4,081

15,000 15,000 0

基本金 15,000 15,000 0

767,016 807,955 △40,938

国庫補助金等特別積立金 767,016 807,955 △40,938

84,083 63,207 20,875

施設整備積立金 50,000 50,000 0

寄付金積立金 3,445 3,404 41

工賃変動積立金 204 204 0

退職給与積立金 834 0 834

設備修繕更新積立金 25,600 9,600 16,000

新規事業積立金 4,000 0 4,000

597,407 585,041 12,366

次期繰越活動増減差額 597,407 585,041 12,366

（うち当期活動増減差額） 33,241 42,461 △9,220

1,463,506 1,471,203 △7,697

2,334,260 2,346,038 △11,778

貸借対照表

資産の部合計

１．減価償却費の累計額　　1,018,952,286円

２．徴収不能引当金の額　　            0円

負    債    の    部

流動負債

固定負債

負債の部合計

脚注

純  資  産  の  部
基本金

国庫補助金等特別積立金

その他の積立金

次期繰越活動増減差額

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

固定資産

基本財産

その他の固定資産

　　　　　　　　　　　　　　平成30年 3月31日現在　　　　（単位：千円）

資    産    の    部

流動資産



 

 

特別養護老人ホーム鶴寿園（従来型）は「私たち

が暮らしたい・利用したい施設を目指す」をモットーに

職員1人ひとりが自己研鑽し施設全体の質の向上に

努めています。 

入居者様が出来る限り「自立した生活」を送る事

が出来るよう、入居者様 1 人ひとりと向き合い、個別

に考えたケアが提供できるように取り組んでいます。 

その中で大切にしている事は「その人らしさ」という

事。人それぞれ価値観の違う中で、入居者様の視

点に立って考えるという事を忘れずに、その人らしく

暮らしを継続出来るよう生活のサポートを行っていま

す。 

また、日々の生活の中で楽しみを持つ事は大切で

す。個別や集団を問わず余暇活動の機会を作り、入

居者様の「笑顔」を引き出す、そして職員も一緒にな

って楽しむ事が出来るよう、季節毎の年中行事・外

食や買い物などの個別ケアサービス・地域住民やボ

ランティアさんとの交流があります。その中で入居者

様・職員が一緒になって楽しむことが出来ると「私た

ちが暮らしたい・利用したい施設」に少しでも近づくこ

とが出来たのかなと感じることがあります。 

まだまだ発展途上ではありますが、これからも、楽し

く・安心して生活が送れるようサービスを続けていき

たいと思いますので宜しくお願いいたします 

ショートステイ鶴寿園ではご利用者様との出会いを大切に

し、これからもご自宅で安心して暮らせるよう支援いたします。 

ご利用者様同士の新たな出会いや昔からの知り合いなど地域

交流の場として、またご家族様の介護負担軽減など少しでもお

手伝いが出来ればと考えております。 

「また来るね」と気軽に声をかけて頂けるような関係を築い

て行けるよう、職員一同努めて参ります。 

特別養護老人ホーム鶴寿園（ユニット型）では住み

慣れた自宅から離れ、不安なご入居者様とご家族様に

少しでも安心してご利用いただけるように『暮らしの継

続』を意識し、支援を行ってまいりました。 

今まで過ごされていたライフスタイルや・その人らしさ

を大切に過ごせるように支援させて頂いています。居宅

での生活習慣であった、『朝食はパン』、『好みの飲み

物』『さまざまな趣味』『畑仕事』など出来る限り、入居者

様のご希望に添える様努力させてもらいます。 

ご入居者様の楽しみの一環の為、個別集団問わず、

余暇活動の機会を設け自ら進んで参加できる支援を行

って参りました。季節行事、誕生日会、地域のお祭りの

見学、個別の買い物、手作りおやつ、外食や出前、近

隣の散歩など入居者様にとって親しみのあるイベントを

企画開催しています。又、ボランティアの方やご家族

様、地域の方に協力して頂き、少しずつ施設理念「私た

ちが暮らしたい・利用したい施設を目指します」に近づく

ことができていると感じています。 

まだまだ未熟な特別養護老人ホーム鶴寿園（ユニッ

ト型）ではありますが、地域の方にご利用して頂けるよ

う、職員一丸となって職員の質の向上と安心・安全に生

活して頂けるよう努めて参りたいと思いますのでよろしく

お願い申し上げます。 

 



 

日頃より、デイサービスセンター鶴寿園に関わっている

方々に、多大なお心遣いをいただき感謝の気持ちでいっぱ

いです。この場を借りて感謝の気持ちをお伝えさせて頂きま

す。 

当事業所では、日々、ご利用者様に気持ち良く、元気に

過ごして頂けるようサービス提供をさせて頂いております。 

いくつか取組内容をご紹介させていただきますと、一つ目

は、小集団での取り組みです。以前は利用者様、全員で行

う、集団でのレクリエーションを中心に行っておりました。そこ

を 2～5 名程度の小集団のプログラムを行う事で、より利用

者様と近い距離で関わる事ができ、普段は聞けない話を聴

くことが出来、体調の変化に気づく事ができるようになりまし

た。 

二つ目の取組は利用者様自身が選択し、意思決定を行

う事で気持ちよく過ごしていただく。皆様がそうだと思います

が、決められた事を行なうよりも、自身で決めて行った事の

方が楽しく感じます。利用者様、1 人ひとりが楽しく過ごして

頂けるよう、職員が一緒に好きな事を探し、好きな事を行う

事で機能訓練に繋げていきます。 

また、お過ごしいただくデイサービス内の環境改善にも努

めてまいりました。レイアウト変更を行なう中で気が付いたこ

とですが、テーブルの置き方１つで、全く違った空間に仕上

がります。第 2 静養室や 1 人席、マッサージ機の設置など

気持ちよく快適に過ごせるよう改善させていただきました。 

本当にありがたい事に、要支援 1 から要介護 5 の方、特

定の医療ニーズ等、幅広い方がご利用していただいており

ます。皆様が気持ちよく過ごせるよう、職員一同、一層の努

力を続けてまいります。 

居宅介護支援事業所では、ご利用者様が、住み

慣れた地域・自宅で生活が続けられるよう、「暮ら

しの継続」を念頭に、介護保険制度の正しい情

報、適正なサービス提案を行い、ご利用者様やご

家族の望む暮らしの実現のための自己決定ができ

るよう、今後も行政機関や各サービス事業所、医

療機関等との連携を密に持ち、目標実現に向けて

ご支援させていただきます。 

野田市ひとり暮らし老人等配食サービス事業を受

託し、おひとり暮らしの高齢の方等に夕食を希望日

にお届けし、食生活の改善及び健康の増進を図ると

ともに、夕食を手渡しすることで、安否の確認を行っ

ております。また、皆様の安心をお手伝いするため、

３６５日年中無休で対応しております。 

日頃より岩木デイの利用者様ならびに、関係者の皆様

にはいつもながらのご厚情、心からお礼申し上げます。 

 私たちは常に向上心を持って、皆様に満足していただ

けるサービスを展開していくことを目標としておりますが、

何が大切であるか、それは「チーム」としての連携ではな

いかと考えております。もちろん、岩木デイの職員という

「チーム」を作り上げるのは当たり前です。しかし、「チー

ム」の一員は職員だけではありません。利用者様もケアマ

ネージャーの皆様も「岩木デイチーム」だと思っておりま

す。利用者様の満足いく在宅生活を作り上げるために

は、関係者の皆様でよりたくさんのコミュニケーションをと

考えております。 

 もちろん、岩木デイの職員全員が同じ意識で取り組んで

おりますので、利用者様、ケアマネージャーの皆様はいつ

でも、誰でも声をかけて下さい。 

 楽しい人生作りの役に立ちたいと思います。今後とも宜

しくお願いいたします。 

いつもご利用ありがとうございます。野田みどり会 訪問介護事業所で

は、「在宅での生活が維持できるよう」 第一の目的に訪問介護を行

っております。今後もご利用者様が日常生活に安心して生活できるよ

う、寄り添いながらご支援させて頂きたいと思います。また、一人ひとり

の職員が専門的技術を高め、より良いサービスが行えるよう研修等に

参加し取り組んでおります。今後ともよろしくお願いいたします。 

 



 

 野田福祉作業所では、年間を通して内職作業や自主生産品の作成

に取り組んできました。   

内職作業は、箱折り、部品の袋入れ作業等のやりやすい作業から、

醤油の包装やリングの筒通し等の手先の器用さが求められる仕事等、

様々な内職作業を行っています。作業所では利用者のレベルに合わせ

内職作業を提供し、一人ひとりが取り組む事で、作業の達成感が得られ

るようにすると共に、利用者個人のスキルアップを目指して内職作業に

取り組みました。  

 自主生産品ではみかん石けん、手芸品、野菜等を生産・販売し、社会

参加にも尽力しています。今年は特に手芸品の生産に力を入れ、外部

から手芸ボランティアにお越しいただき、新商品の生産、販売に取り組

んでいます。 

 もちろん、内職作業や自主生産品の作成だけでなく、利用者様の息抜

きができるよう、行事にも力を入れ、市外への外出や所内でのレクリエー

ション等を行い、利用者様が楽しんでもらえるようにしています。 

 福祉作業所は、今年度、４人の新入所生を迎え、利用者数４８人の大

所帯となりましたが、利用者様が作業所で楽しく生活できるように内職作

業、生産活動、行事に取り組んでいきたいと思います。 

 

共同生活援助事業所 中根の家は、現在 2 人の方が

入居され、地域で暮らしています。 

主に朝晩の食事提供、入浴介助等の支援を受けなが

ら生活し、休日は近隣へ日用品等の買い物や映画鑑

賞、外食等を楽しまれたり、ご自宅へ帰宅したり、と自由

に過ごしていただいております。  

短期入所事業、日中一時支援事業は、レスパイトや自

立を目的に、また緊急的に、などご利用者様のニーズは

様々です。 

 

生活介護事業では、身体機能の維持訓練を中心に活

動し、その他入浴サービスも提供しています。 

機能訓練では「今の生活をいつまでも続けたい」と考え

るご利用者様、ご家族様が多いため、日常生活動作の

機能維持・向上を意識し、座位や歩行の訓練、移乗動

作等、ご利用者様個々の身体状況を踏まえ、目的に合

わせた内容を実施しています。また、季節に合った所内

行事や外出行事、創作活動も多く取り入れています。 

近年では、公共交通機関を利用して水族館やショッピン

グモールに出かけたことや、所内で育てたかぼちゃを使

用したランプシェードや万華鏡づくりなど、どの活動も楽し

んで参加していただきました。 

普段出かけられない場所へ行くことや様々な創作体験

をすることで、心身のリフレッシュとともに創作活動で制作

した物は、野田市文化祭に出展する等、社会参加活動

のひとつとなっています。 



 

 複合老人ホーム野田市楽寿園では、この 4 月に養護

老人ホームの定員の一部（14 人分）を特別養護老人ホ

ームに転換し、特養入居をお待ちの方が少しでも早く準

備が出来るよう、体制を整備しました。新しい職員も増

え、以前よりも更に明るく活気のある雰囲気となり、新しく

入居された皆様が施設生活に早く慣れていただけるよ

う、たくさんお話をしながらお手伝いをさせていただいてい

ます。設備面についても、デイルームや車椅子トイレなど

の共有スペースの一部をより快適に生活していただける

よう、改修工事を引き続き行っています。 

先日、例年行っている夏祭りの行事（夕涼み会）を実施

しました。今年は縁日でのゲームや軽食をチケット制にし

て、皆さんの遊びたいゲームや食べたいお食事を自由に

楽しんでいただくようにしました。地域のお祭りをイメージ

し、時間にとらわれず自由にゆっくり楽しむスタイルだった

り、やぐらを設置し周りを盆踊りで楽しんだりと、皆様それ

ぞれで良い思い出ができたと思います。 



野
田
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
市
内
で
２
万
人
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
何
か
特
別
な
活
動

を
す
る
こ
と
で
な
く
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解

し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
見
守
り
や
手
助
け
な
ど
自
分

で
で
き
る
範
囲
で
取
り
組
む
、
認
知
症
の
方
と
そ

の
ご
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
講
座
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
、
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
証
と
し
て
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
「
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
」
が
渡
さ
れ
ま
す
。 

 
市
内
の
自
治
会
、
職
場
、
有
志
の
集
ま
り
等
に

お
い
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催

を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
ら
、
資
格
を
も
っ
た
講

師
を
無
料
で
派
遣
い
た
し
ま
す
。 

講
師
依
頼
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
講
座
開

催
希
望
日
の
２
か
月
前
ま
で
に
、
当
法
人
担
当
、

も
し
く
は
最
寄
り
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。 

                                 

                                 

  

                       

        

 

            

                    

 

８
月
８
日
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
労
働
組
合 

ザ
・

プ
ラ
イ
ス
野
田
支
部
様
が
来
園
さ
れ
、
心
温
ま
る
御

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
し
た
。  

こ
の
ご
厚
志
は
法
人
運
営
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
、
公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
様
よ
り
平
成
30
年

度
競
輪
公
益
資
金
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
、 

下
記
の
事
業
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
こ
に
事
業
完
了
の
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、 

公
益
財
団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
様
を
は
じ
め
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。 

1. 事業名     平成 30 年度福祉車両の整備補助事業 

2. 事業の内容  移送車 3〔車いす仕様（リフト式）〕 1 台 

3. 補助金額   2,250,000 円 

4. 実施場所   千葉県野田市鶴奉 270-5 

           社会福祉法人野田みどり会 

5. 完了年月日 平成 30 年 8 月 2 日 

４
月
13
日
、
野
田
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

平
成
30
年
度
職
員
親
睦
会
が
行
わ
れ
、

126
人
の

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

恒
例
の
新
人
職
員
の
紹
介
、
こ
の
4
月
に
勤
続

10
年
、
20
年
を
迎
え
た
14
人
の
職
員
に
永
年
勤

続
表
彰
が
行
わ
れ
、
理
事
長
か
ら
記
念
品
の
授

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鶴
寿
園
従
来

型
（
旧
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
亀
野
園
）
が
オ
ー

プ
ン
20
年
目
を
迎
え
、
初
め
て
8
人
の
職
員
が

勤
続
20
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
表

彰
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

そ
の
あ
と
景
品
抽
選
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
行

わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

最
後
に
今
回
の
幹
事
担
当
で
あ
っ
た
複
合
老
人
ホ

ー
ム
野
田
市
楽
寿
園
の
尾
島
施
設
長
よ
り
締
め

の
挨
拶
で
、
宴
も
酣
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

2
時
間
と
短
い
時
間
で
し
た
が
、
参
加
者
全
員

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

競
輪
補
助
事
業
完
了
の
お
知
ら
せ 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

講
師
派
遣
し
ま
す 
職
員
親
睦
会
を
行
い
ま
し
た 

お
知
ら
せ 

お問い合わせ 

TEL 04-7121-2131 

FAX 04-7121-2133 

担当：岡田 
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・岩
井
初
子
様 

・東
葛
野
田
福
祉
会
様 

・野
田
理
容
組
合
奉
仕
会
様 

・複
合
老
人
ホ
ー
ム
野
田
市
楽
寿
園 

入
居
者
ご
家
族
様 

・詩
吟
ク
ラ
ブ
講
師 

深
沢
吉
栄
様 

・イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
労
働
組
合 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

ザ
・プ
ラ
イ
ス
野
田
支
部
様 

・野
田
市
立
あ
お
い
空
保
護
者
会
様 

・日
本
赤
十
字
中
央
分
団
様 

（
環
境
整
備
） 

・日
本
赤
十
字
南
部
分
団
様 

（
環
境
整
備
） 

・お
話
し
愛
手
の
会
様 

（
傾
聴
） 

・川
村
操
子
様 

（傾
聴
・食
器
洗
い
・掃
除
） 

・安
江
明
芳
様 

（傾
聴
） 

・守
本
恵
子
様 

（傾
聴
） 

・宮
部
一
美
様 

（傾
聴
） 

・宇
張
前
京
子
様 

（傾
聴
） 

・戸
辺
敏
子
様 

（傾
聴
） 

・斎
藤
久
美
子
様 

（生
け
花
・
縫
物
） 

・日
本
赤
十
字
中
央
分
団
様 

（
環
境
整
備
） 

・日
本
赤
十
字
南
部
分
団
様 

（
環
境
整
備
） 

・明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会
様 

 
 
 
 

 
 

（環
境
整
備
・楽
器
演
奏
・傾
聴
） 

・清
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

あ
し
た
ば
様 

（環
境
整
備
） 

・大
上
様 

（傾
聴
） 

・染
谷
様 

（傾
聴
） 

・花
あ
そ
び
松
清
会
様 

（
生
け
花
） 

・下
総
の
国 

津
久
太
鼓
「響
」
様 

（太
鼓
演
奏
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま 

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

・野
田
理
容
組
合
奉
仕
会
様 

（
理
容
） 

・赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
様 

（衣
類
直
し
） 

・東
葛
野
田
福
祉
会
様 

（喫
茶
） 

・ほ
ほ
え
み
様 

（手
芸
・書
道
） 

・む
ぎ
の
会
様 

（歌
・演
奏
） 

・関
宿
チ
ャ
ペ
ル
様 

（歌
・演
奏
） 

・ふ
じ
の
ね
様 

（大
正
琴
） 

・東
部
小
学
校
様 

（歌
・制
作
・
ゲ
ー
ム
） 

・高
波
様 

（カ
ラ
オ
ケ
） 

・松
野
様 

（演
奏
） 

・張
替
様 

（演
奏
） 

・大
島
幸
枝
様 

（レ
ク
補
助
・傾
聴
） 

・戸
辺
幸
吉
様 

（レ
ク
補
助
・傾
聴
） 

・瀧
澤
ケ
サ
ノ
様 

（レ
ク
補
助
・
傾
聴
） 

・山
中
信
子
様 

（レ
ク
補
助
・傾
聴
） 

・菅
近
数
子
様 

（レ
ク
補
助
・傾
聴
） 

・沼
田
房
子
様 

（レ
ク
補
助
・傾
聴
） 

・小
川
英
子
様 

（レ
ク
補
助
・傾
聴
） 

・太
田
幸
子
様 

（レ
ク
補
助
・傾
聴
） 

・徳
江
民
子
様 

（レ
ク
補
助
・傾
聴
） 

・松
野
陽
子
様 
（シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
） 

・柏
木
隆
男
様 
（音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

・藤
の
音
会
様 

（
大
正
琴
） 

・高
橋
様 

（作
業
補
助
） 

・大
塚
様 

（手
芸
補
助
） 

・井
上
様 

（手
芸
補
助
） 

・稲
見
様 

（手
芸
補
助
） 

・庄
司
様 

（手
芸
補
助
） 

・倉
林
様 

（体
操
） 

・伊
藤
様 

（体
操
） 

・中
川
様 

（体
操
） 

・引
田
様 

（囲
碁
） 

・川
村
操
子
様 
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ク
補
助
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別
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護
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人
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ー
ム
鶴
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園 

(

従
来
型) 

特
別
養
護
老
人
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ー
ム
鶴
寿
園 

(

ユ
ニ
ッ
ト
型) 

複
合
老
人
ホ
ー
ム 

野
田
市
楽
寿
園 

野
田
市
岩
木
小
学
校 

 

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

鶴
寿
園 

野
田
市
心
身
障
が
い
者 

 

福
祉
作
業
所 

ご
寄
付 

 

こ
こ
ろ
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 
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	P11　お知らせ
	P12　裏表紙

